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第２回定例会主な議案 and 決まったこと
令和４年第２回定例会のあらまし

　第２回定例会は、令和４年６月３日から10日までの８日間の会期で開催された。
　今定例会では、専決処分承認案、条例の一部改正案、人事異動に伴う人件費増減などの一般会計
補正予算案、特別会計補正予算案、財産の取得、工事請負契約承認などの報告５件、議案14件、諮問
１件および追加議案一般会計補正予算案１件、契約２件について審議され、いずれも可決された。
　なお、６月６日の一般質問では７人の議員が登壇し、町政全般にわたり活発な質疑が展開され、
町当局の考え方を問いただした。

報
告
・
専
決
処
分

●�

公
益
法
人
等
へ
の
身
延
町
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

派
遣
先
と
し
て
規
定
し
て
い
た

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
の
ぶ

観
光
セ
ン
タ
ー
」
が
解
散
す
る
こ

と
と
な
り
、
条
例
の
改
正
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
第
２
条
、

職
員
の
派
遣
先
に
つ
い
て
、
派
遣

先
を
２
団
体
に
規
定
し
て
い
た
も

の
を
、
町
長
と
の
取
決
め
に
基
づ

き
派
遣
す
る
こ
と
に
改
正
。
第
２

条
第
２
項
で
は
、
町
の
条
例
で
、

派
遣
で
き
な
い
職
員
を
規
定
し
て

い
る
が
、
定
年
退
職
者
の
再
任
用

職
員
に
つ
い
て
は
、
派
遣
で
き
な

い
職
員
か
ら
除
外
し
、
派
遣
可
能

な
職
員
と
し
た
。

●�

身
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
、「
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
」
が
公
布
さ

れ
、
上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
、

例
規
の
整
備
等
を
講
じ
た
。
国
民

健
康
保
険
税
に
お
い
て
、
税
負
担

の
公
平
性
の
確
保
及
び
中
間
所
得

層
の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら

設
定
さ
れ
て
い
る
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
た
。

①
医
療
保
険
分
を
現
行
63
万
円
か

ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
。

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
19
万

円
か
ら
20
万
円
に
引
き
上
げ
。

③
介
護
納
付
金
分
は
従
前
17
万
円

に
据
置
き
、
課
税
限
度
額
の
合
計

99
万
円
か
ら
１
０
２
万
円
に
引
上

げ
。

●�

令
和
4
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
事
業
と
し
て
、
歳
入

と
し
て
国
庫
支
出
金
３
２
６
万
７

０
０
０
円
、
歳
出
と
し
て
衛
生
費

に
同
額
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

条
例
改
正

●�

身
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

及
び
身
延
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
４
年
度
分
の
保
険
料
の
減

免
を
行
っ
た
場
合
、国
か
ら
財
政

支
援
に
関
す
る
通
知
が
あ
り
、減

免
を
実
施
し
た
。減
免
の
対
象
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
普
通

徴
収
の
納
付
期
限
と
な
る
も
の
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て

維
持
す
る
者
が
死
亡
し
、又
は
重

篤
な
疾
病
を
負
っ
た
世
帯
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
、不
動
産
収
入
、山
林
収

入
又
は
給
与
収
入
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、諸
条
件
を
満
た
す
も
の
。財
政
支

援
の
割
合
は
、減
免
総
額
の
10
分
の

４
相
当
額
以
上
。

補
正
予
算

●�

令
和
4
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
５
１

万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
１
０
４
億
４

９
３
８
万
３
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳　

（
歳
入
）

・
使
用
料
及
び
手
数
料	

６
８
２
万
円

・
国
庫
支
出
金	

１
５
４
５
万
円	

・
県
支
出
金	

２
１
１
万
円	

・
繰
入
金	

２
４
２
万
円	

・
繰
越
金	

３
１
万
円	

・
諸
収
入	

４
４
０
万
円

（
歳
出
）

・�

各
科
目
に
お
け
る
人
件
費
の
増

減
は
、
４
月
１
日
付
け
人
事
異

動
に
伴
う
増
減
に
つ
き
省
略
。

・�

総
務
管
理
費
（
企
画
費
４
４
０

			
万
円
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

補
助
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
費
２
７
８
７
万
円
内
、

観
光
客
誘
致
事
業
２
０
３
６
万

円
・
公
共
施
設
の
会
議
室
等

に
空
気
清
浄
機
40
台
整
備

７
５
１
万
円
）

・�

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
５
７
８

万
円

・�

国
土
調
査
費
５
５
４
万
円

・�

支
所
及
び
出
張
所
費
（
下
部
奥

の
湯
温
泉
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
２
４
２
万
円
）

・�

社
会
福
祉
費
（
国
民
健
康
保
険

費
３
０
６
万
円
減
額
、
介
護
保

険
費
20
万
、
後
期
高
齢
者
医
療

費
25
万
円
減
額
）

・�

児
童
福
祉
費
（
常
葉
保
育
所
費

空
調
設
備
取
替
修
繕
79
万
円
、

特
定
教
育
・
保
育
施
設
費
補
助

金
１
２
８
万
円
対
象
施
設
大
野

山
保
育
園
）

・�

保
健
衛
生
費（
母
子
衛
生
費
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
業
務
委
託
費
４
７
５

万
円
、環
境
衛
生
費
猫
不
妊
・

去
勢
手
術
補
助
金
１
６
０
万
円
）

・�

住
宅
費
（
住
宅
管
理
費
柿
島
団

地
浄
化
槽
修
繕
９
３
２
万
円
）

・�

教
育
総
務
費
（
健
康
増
進
施
設

建
設
費
２
０
４
万
円
）

・�

基
金
費
（
教
育
施
設
整
備
基
金

費
74
万
円
、
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
費
１
２
４
万
円
）
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●�
令
和
4
年
度
身
延
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
３
０
６
万

６
０
０
０
円
を
減
額
。
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
予
算
の
増
減
。

●��

令
和
4
年
度
身
延
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
25
万
円
を

減
額
。
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

予
算
の
増
減
。

●��

令
和
4
年
度
身
延
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
１
２
６
万

円
を
減
額
。
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
予
算
の
増
減
。

（
歳
入
）

・
繰
入
金
を
20
万
円

（
歳
出
）

・�

総
務
費
（
一
般
管
理
費
処
遇
改

善
加
算
対
応
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
負
担
金
16
万
円
）

●��

令
和
4
年
度
身
延
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
１
１
８
８

万
３
０
０
０
円
を
増
額
。
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
予
算
の
増
減
。

（
歳
入
）

・�

簡
易
水
道
負
担
金
加
入
者
負
担

金
49
万
円

・�

簡
易
水
道
一
般
会
計
繰
入
金

１
３
１
６
万
円

・�

雑
入
３
０
０
万
円
（
町
道
古
関

田
ノ
上
線
排
水
管
布
設
替
保
証

金
）

（
歳
出
）

・�
簡
易
水
道
管
理
費
（
工
事
請
負

費
３
４
０
万
円
町
道
古
関
田
ノ

上
線
排
水
管
布
設
替
工
事
）

●��

令
和
4
年
度
身
延
町
下
部
奥
の

湯
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
２
４
２
万

円
を
増
額
。
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
予
算
の
増
減
。　

（
歳
入
）

・�

下
部
奥
の
湯
温
泉
事
業
繰
入
金

２
４
２
万
円	

（
歳
出
）

・�

温
泉
管
理
費
（
下
部
奥
の
湯

温
泉
源
泉
調
査
業
務
委
託
費

２
４
２
万
円
）

　
財
産
の
取
得

〇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　

１
台

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
購
入
金
額	

２
５
０
７
万
３
６
２
０
円

・
購
入
先	

三
和
防
災
㈱

・
配
備
先	

身
延
第
２
分
団
第
２
部

〇
普
通
消
防
積
載
車　

１
台

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
購
入
金
額	

９
３
３
万
円

・
購
入
先	

㈲
下
部
自
動
車

・
配
備
先	

身
延
第
３
分
団
第
４
部

〇
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ　

７
台

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
購
入
金
額　

１
３
２
２
万
３
２
１
０
円

・
購
入
先	

㈱
東
ポ
ン
商
会

・
配
備
先	

中
富
第
１
分
団

第
２
分
団
第
６
部

第
３
分
団
第
３
部

身
延
第
３
分
団
第
４
部

下
部
第
１
分
団
第
４
部

　
　

第
２
分
団
第
３
部

　
　

第
３
分
団
第
１
部

契
約

〇�

西
嶋
和
紙
の
里
空
調
設
備
他
改

修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額　

６
０
０
０
万
５
０
０
０
円　

・
契
約
先	

身
延
総
合
設
備
㈱

・
完
成	

令
和
５
年
３
月
10
日

諮
問

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

（	

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
）

・
氏
名　

春
澤
政
志
（
下
部
地
区
）

・
任
期　

令
和
4
年
10
月
1
日
〜

令
和
7
年
9
月
30
日

追
加
議
案

●�
令
和
4
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
３
０
１

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
１
０
４
億
９

２
４
０
万
１
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳　

（
歳
入
）		

・
国
庫
支
出
金	

４
３
１
６
万
円	

・
繰
越
金	

15
万
円
減
額	

（
歳
出
）

・�

総
務
管
理
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
費

３
８
６
万
円
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
事
業
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
事
業
）

・�

保
健
衛
生
費
（
予
防
費
７
６
７

万
円
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
）　　

〇
健
康
増
進
施
設
奥
の
湯
温
泉
管

布
設
工
事

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額	

８
６
１
３
万
円

・
契
約
先	

㈱
古
関
工
業

・
完
成	

令
和
４
年
12
月
16
日

〇
矢
細
工
排
水
池
機
械
設
備
工
事

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額	

８
０
３
０
万
円

・�

契
約
先

オ
ル
ガ
ノ
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

・
完
成	

令
和
５
年
３
月
24
日

可搬式消防ポンプ
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常任委員会レポート
委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。常任委
員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されている常任委員会
は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。委員会では、付託
された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行ないます。審査が終わると採決が行なわ
れ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。ここではその審査内容を掲載しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

望
月
悟
良

▼
議
案
第
44
号

　

�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

総
務
課
関
係

問　

人
件
費
の
補
正
の
必
要
性

は
。

答　

当
初
予
算
編
成
後
の
令
和
４

年
４
月
１
日
の
人
事
異
動
等
に

伴
い
、
各
科
目
の
人
件
費
の
増

減
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

企
画
政
策
課
関
係

問　

企
画
費
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
助
成
事
業
で
、
和
田
区
は

１
９
０
万
円
で
、
公
民
館
の
エ

ア
コ
ン
、
空
気
清
浄
機
購
入
、

元
町
区
は
２
５
０
万
円
で
、
エ

ア
コ
ン
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
な

ど
の
購
入
に
対
し
助
成
す
る
も

の
で
す
。

財
政
課
関
係

問　

公
共
的
空
間
安
全
安
心
確
保

事
業
の
空
気
清
浄
機
40
台
と
あ

る
が
具
体
的
な
配
置
先
は
。

答　

下
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
身
延
支

所
庁
舎
、
門
野
の
湯
、
児
童
館

学
童
保
育
室
、総
合
文
化
会
館
、

図
書
館
、
ゆ
ば
の
里
、
道
の
駅

し
も
べ
、
大
島
農
林
産
物
直
売

所
、
み
の
ぶ
自
然
の
里
、
本
栖

湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
、

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
本

庁
舎
で
す
。

	

問　

当
初
予
算
へ
の
計
上
が
、
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

当
初
予
算
編
成
後
に
、
臨
時

交
付
金
の
交
付
が
決
定
し
た
た

め
、
補
正
対
応
し
た
。

観
光
課
関
係

問　

観
光
客
誘
致
事
業
、
商
工
観

光
振
興
事
業
補
助
金
１
３
１
０

　

万
円
の
交
付
先
と
内
訳
は
。

答　

交
付
先
は
、
身
延
町
商
工

会
。
内
訳
は
、
旅
行
造
成
支

援
事
業
に
５
０
０
万
円
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
上
乗
せ
事
業
に

５
０
０
万
円
、
観
光
誘
客
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
に
３
１
０
万
円

を
計
上
。

問　

旅
行
造
成
支
援
事
業
業
務
委

託
を
は
じ
め
３
つ
の
業
務
委
託

の
内
容
は
。

答　

旅
行
造
成
支
援
事
業
業
務
委

託
は
、
事
務
局
を
設
置
し
、
旅

行
商
品
の
造
成
に
関
す
る
支
援

や
、
旅
行
商
品
の
審
査
等
を
実

施
す
る
業
務
、
旅
行
商
品
造
成

支
援
金
の
交
付
業
務
、
実
績
報

告
及
び
事
業
の
効
果
検
証
を
行

う
業
務
内
容
。
委
託
費
は
66
万

円
。

　
　

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
上
乗
せ

事
業
業
務
委
託
は
、
宿
泊
業
者

へ
の
宿
泊
料
の
助
成
及
び
調
整

業
務
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
へ
の
登
録
希
望
事
業
者
支
援

業
務
、
上
乗
せ
事
業
の
Ｐ
Ｒ
業

務
、
実
績
報
告
及
び
事
業
の
効

果
検
証
を
行
う
業
務
内
容
。
委

託
費
は
３
３
０
万
円
。

　
　

観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
業
務
委
託
は
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
業
務
で
、
静
岡

県
を
中
心
に
４
回
程
度
実
施
。

ま
た
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

配
布
す
る
割
引
ク
ー
ポ
ン
の
作

成
と
、
参
加
事
業
者
の
募
集
、

割
引
ク
ー
ポ
ン
の
換
金
業
務
、

実
績
報
告
及
び
事
業
の
効
果
検

証
を
行
う
業
務
内
容
。
委
託
費

は
３
３
０
万
円
。

問　

観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
へ

の
業
務
委
託
を
考
え
な
い
の

か
。

答　

下
部
観
光
協
会
と
身
延
山

観
光
協
会
の
２
つ
の
協
会
の
他

に
、
観
光
に
関
連
し
た
団
体

が
複
数
あ
り
、
こ
れ
ら
の
団
体

を
取
り
ま
と
め
、
参
画
で
き
る

よ
う
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
身
延
町
商
工
会
に
委
託
。

問　

観
光
費
、
観
光
総
務
費

１
５
１
６
万
４
０
０
０
円
減
額

の
理
由
は
。

答　

み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
へ
の

派
遣
職
員
の
派
遣
解
除
と
山
梨

観
光
推
進
機
構
へ
の
派
遣
職
員

の
派
遣
解
除
に
よ
る
減
額
。

購入予定の空気清浄機
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子
育
て
支
援
課
関
係

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
経

過
、
状
況
の
説
明
を
。

答　

平
成
25
年
通
知
は
、「
ワ
ク

チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で

き
な
い
持
続
的
な
疼
痛
な
ど
の

副
反
応
が
特
異
的
に
見
ら
れ
た

の
で
、
国
民
に
適
切
な
情
報
提

供
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
積
極

的
勧
奨
は
行
わ
な
い
。」
と
い

う
も
の
だ
が
、
令
和
３
年
11
月

26
日
付
通
知
に
お
い
て
、
以
後

検
討
の
結
果
「
特
段
、
安
全
性

に
懸
念
が
な
く
、
有
効
性
が
副

反
応
を
上
回
る
」
と
い
う
も
の

で
、平
成
25
年
通
知
は
廃
止
し
、

今
度
は
積
極
的
勧
奨
を
行
う
こ

と
と
な
り
、当
初
予
算
に
計
上
。

　
　

今
回
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と

し
て
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た

方
に
対
す
る
予
算
。

問　

希
望
者
に
接
種
す
る
と
い
う

こ
と
か
。

答　

対
象
者
に
、通
知
及
び
効
果

と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
し
た
国
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

送
付
し
、よ
く
理
解
し
た
上
で
判

断
し
て
、接
種
を
し
て
も
ら
う
。

問　

あ
く
ま
で
も
強
制
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

答　

そ
の
と
お
り
で
す
。

産
業
課
関
係

問　

農
業
委
員
会
運
営
費
備
品
購

入
費
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
方

法
は
。

答　

農
業
委
員
会
で
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す
る
際
に
、
現
地

で
農
地
情
報
を
入
力
す
る
た
め

に
使
用
。

環
境
上
下
水
道
課
関
係

問　

猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助

事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
補
助
額
は
い
く

ら
か
。

答　

令
和
４
年
度
限
り
の
県
補
助

事
業
で
あ
り
、
飼
い
猫
、
野
良

猫
を
問
わ
ず
手
術
費
用
に
対
し

て
補
助
。
町
か
ら
の
補
助
は
、

飼
い
猫
に
つ
い
て
は
１
匹
あ
た

り
の
手
術
費
に
対
し
て
、
オ
ス

１
万
円
、
メ
ス
１
万
５
０
０
０

円
を
上
限
に
補
助
。
町
民
若
し

く
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
団

体
の
方
か
ら
交
付
申
請
を
受

け
、
交
付
決
定
後
、
手
術
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
実
績
に
基
づ

き
町
か
ら
交
付
。
町
の
補
助
実

績
に
対
し
て
、
県
か
ら
町
へ
の

補
助
は
全
額
交
付
。

▼
議
案
第
47
号

　

�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

福
祉
保
健
課
関
係

質
疑
無
し

▼
議
案
第
48
号

　

�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

環
境
上
下
水
道
課
関
係

質
疑
無
し

▼
議
案
第
49
号

　

�

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

環
境
上
下
水
道
課
関
係

質
疑
無
し

▼
議
案
第
50
号

　

�

下
部
奥
の
湯
温
泉
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

下
部
支
所
関
係

問　

下
部
地
内
温
泉
源
泉
調
査
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
本
調
査
は

初
め
て
実
施
す
る
も
の
か
。

答　

初
め
て
の
実
施
で
す
。

問　

下
部
地
内
温
泉
源
泉
調
査
の

候
補
地
は
決
定
し
て
い
る
か
。

答　

下
部
奥
の
湯
温
泉
か
ら
1.5
キ

ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
内
に
て
、温

泉
湧
出
の
有
無
な
ど
を
踏
ま
え
、

候
補
地
と
な
る
土
地
を
調
査
。

ま
た
、調
査
で
は
試
験
掘
削
は
行

わ
ず
、地
表
か
ら
の
調
査
で
す
。

問　

下
部
地
内
温
泉
源
泉
調
査
実

施
は
新
健
康
増
進
施
設
へ
の
分

湯
が
関
係
し
て
い
る
か
。

答　

新
健
康
増
進
施
設
へ
の
分
湯

に
よ
り
揚
湯
量
が
増
加
す
る
予

定
だ
が
、
下
部
奥
の
湯
温
泉
の

長
期
的
安
定
供
給
の
上
で
、
新

源
泉
は
大
き
な
要
因
と
な
る
の

で
、
そ
の
検
討
資
料
と
し
て
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

問　

下
部
地
内
温
泉
源
泉
調
査
実

施
は
分
湯
使
用
者
か
ら
の
要
望

に
よ
る
も
の
か
。

答　

令
和
３
年
度
実
施
の
下
部

奥
の
湯
温
泉
洗
浄
工
工
事
に
よ

る
１
か
月
間
の
分
湯
停
止
を
受

け
、
分
湯
使
用
者
か
ら
温
泉
の

安
定
供
給
の
要
望
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
策
定
の
身

延
町
奥
の
湯
温
泉
事
業
経
営
戦

略
に
お
い
て
将
来
的
に
新
た
な

温
泉
源
掘
削
を
目
標
と
し
た
た

め
で
す
。

キャッチアップ QR
（厚生労働省）

詳細はこちらから

奥の湯高温源泉の分湯槽
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報
告
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
身
延
町

職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

山
下
利
彦
議
員

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
と
は
、
多

様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

中
核
組
織
で
、
非
常
に
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
新
年
度

の
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
、
条

例
を
改
定
し
て
ま
で
行
う
派

遣
は
、
定
数
補
充
だ
け
が
目

的
な
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
内
容
で
不

十
分
な
と
こ
ろ
を
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
、
充
実
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
も
の
か
。
ま
た
、
み

の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
の
解
散

に
対
し
て
、
今
後
の
身
延
町
の

観
光
事
業
の
予
定
は
。

総
務
課
長

　
　

再
任
用
職
員
の
派
遣
に
つ
き

ま
し
て
は
、
身
延
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
要
請
に
よ
り
、
令
和

３
年
度
ま
で
は
正
規
職
員
の
派

遣
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

令
和
４
年
度
、
予
期
せ
ぬ
早

期
退
職
者
が
複
数
あ
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
正
規
職
員

の
派
遣
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
３
月
末
に
退
職
す
る
行
政

経
験
の
豊
富
な
再
任
用
職
員
を

派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
は
、
同
団
体
が
決
定
す
る
も

の
で
、
廃
止
後
は
町
で
、
今
後

観
光
振
興
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

　

議
案
第
51
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
）

佐
野
昇
議
員

　
　

ポ
ン
プ
車
両
の
更
新
計
画

に
は
、
設
備
車
両
が
そ
れ
ぞ
れ

何
年
経
つ
と
更
新
を
行
う
予

定
の
一
覧
表
が
あ
る
の
か
。

交
通
防
災
課
長

　
　

管
理
し
て
い
る
計
画
表
に
基

づ
き
、
お
お
む
ね
25
年
を
経

過
し
た
車
両
等
を
更
新
し
て
い

る
。議

案
第
55
号

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

田
中
一
泰
議
員

　
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
３
０
０
０
万

円
、
こ
れ
の
戸
数
は
何
戸
か
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

家
計
急
変
が
30
世
帯
、
あ

と
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
が

２
７
０
世
帯
、
計
３
０
０
世
帯

で
あ
る
。

　
田
中
一
泰
議
員

　
　

人
件
費
で
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
新
た
に
人
を
雇
う
の
か
、
仕

事
量
の
増
え
た
こ
と
に
対
す

る
報
酬
な
の
か
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

こ
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
３
名
の
方
を
12
月
末
ま
で

延
長
す
る
人
件
費
で
あ
る
。

議
案
第
57
号

矢
細
工
配
水
池
機
械
設
備
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

遠
藤
公
久
議
員

　
　

議
案
の
ほ
う
で
は
関
東
事

業
所
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い

る
が
、
関
係
資
料
の
ほ
う
で
は

関
東
営
業
所
と
い
う
記
載
に

な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
正
し

い
の
か
。

財
政
課
長

　
　

関
東
事
業
所
で
あ
る
。

望
月
悟
良
議
員

　
　

矢
細
工
の
配
水
池
の
工
事

を
東
京
の
事
業
所
で
請
け
負

う
が
、
７
８
０
０
万
円
と
高
額

だ
が
、
将
来
、
こ
れ
だ
け
の
お

金
を
か
け
る
で
あ
れ
ば
、
計
画

的
に
、
こ
れ
を
導
水
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
小
規
模
水
道
な
ど

の
今
後
の
見
通
し
と
、
オ
ル
ガ

ノ
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ

れ
ま
で
の
営
業
実
績
等
が
あ

る
の
か
。

環
境
上
下
水
道
課
長

　
　

小
規
模
水
道
の
関
係
は
各

組
合
へ
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

て
、
地
区
で
管
理
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　

ま
た
、
オ
ル
ガ
ノ
プ
ラ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
は
、
町
内
の
配
水
池

に
お
け
る
施
設
設
置
の
実
績
が

あ
る
。

※
第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
、
討

論
さ
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

質問と質疑
議会には、議案等を審議するだけではなく、執行機関である町を監視する役割もあります。
町長側から提案された議案にかかわらず、町の行財政全般にわたって事務の執行状況や将来に対する方針、政策提言等や行政への批判
などを執行者に直接質問し、執行者の所見や施策について報告を求めることができます。これを一般質問といい、本会議で行われます。
一方、質疑とは、行政側から提案された議案について疑問や不明確な点があるとき、町長等執行部に質問して説明を求めるも
ので、提案された議案に関係することしか質問できません。本会議及び委員会で行われます。
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議案に対する賛否議案に対する賛否�
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

遠
藤
公
久

深
山
光
信

佐
野　

昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

田
中
一
泰

広
島
法
明

野
島
俊
博

柿
島
良
行

渡
辺
文
子

伊
藤
達
美

上
田
孝
二

第
2
回
定
例
会

●報告 ●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

報告第2号
専決処分の承認を求めることについて

（公益的法人等への身延町職員の派遣等に関する
条例の一部を改正する条例について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第3号 専決処分の承認を求めることについて
（身延町税条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第4号 専決処分の承認を求めることについて
（身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第5号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度身延町一般会計補正予算（第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第6号 令和３年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算書
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●条例改正

議案第41号 身延町国民健康保険税条例及び身延町介護保険
条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第42号 身延町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第43号 身延町過疎地域持続的発展対策のための固定資産税の
免除に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●補正予算

議案第44号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第45号 令和４年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第46号 令和４年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第47号 令和４年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第48号 令和４年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第49号 令和４年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第50号 令和４年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●財産の取得

議案第51号 財産の取得について（消防ポンプ自動車１台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第52号 財産の取得について（普通消防積載車１台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第53号 財産の取得について（可搬式消防ポンプ７台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●契約

議案第54号 西嶋和紙の里空調設備他改修工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●人事案件

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ
とについて（春澤政志氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●追加案件

議案第55号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第56号 健康増進施設奥の湯温泉管布設工事請負契約に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議案第57号 矢細工配水池機械設備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
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一  般  質  問一  般  質  問

７人の議員が登壇７人の議員が登壇

町政のあり方について質疑　町政のあり方について質疑　

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的
提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策につ
いて報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、町の行財政全般（公共
事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密接してい
る事項など多岐にわたっています。

１ 伊藤達美　議員 ………………… 9 ページ
　①「西嶋和紙の里」の現状と将来について
　②資材価格の高騰と公共事業の執行について
　③	農業振興に関する法人格を持つ組織体の設立に
ついて

　④プログラミング学習の推進について
　⑤観光関連団体の組織統合について
　⑥観光振興ビジョンの策定について
　⑦身延町総合計画と策定目標の設定について

２ 遠藤公久　議員 ……………… 10 ページ
　①しだれ桜の里づくり構想事業について　
　②空き家問題について

３ 山下利彦　議員 ……………… 11 ページ
　①子どもの貧困対策とヤングケアラー対応について
　②	カーボンニュートラルへの取組から「食料」「エネルギ

ー」「水」における自給自足への長期ビジョンについて
　③中部横断道「道の駅」建設について
　④観光タクシー事業導入の進捗状況について
　⑤	飯富地区の「土砂災害危険区域」対応要望事
項に対しての進捗状況について

　⑥デマンドタクシーの在り方について

４佐野知世　議員………………… 12 ページ
　①身延町強靭化計画について

５ 深山光信　議員 ……………… 13 ページ
　①あけぼの大豆について
　②災害時について
　③健康増進施設について

６ 佐野　昇　議員 ……………… 14 ページ
　①総合戦略の推進状況について
　②新入職員の新任研修について
　③区からの要望事項について
　④公民館に配布されたタブレットについて

７ 田中一泰　議員 ……………… 15 ページ
　①身延町防災対策の現状
　②自主防災組織の育成
　③木造建築の耐震診断の状況
　④自助、共助、公助の取り組みについて

　

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※	掲載の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。掲載されていない質問項目もありますので、
知りたい方は議会事務局に会議録がありますので閲覧ください。

○一般質問の傍聴人数
13 人の皆様が熱心に傍聴されました。
ありがとうございました。
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西嶋和紙の里の新たな投資計画立案を
　　 将来に向けて施設の活性化を促し、集客力の向上をはかる

ため新たな投資計画（リニューアル）を立案すべきだが

　　�西嶋和紙の里は、令和５年から指定管理者制度を導入する
予定となっている。新たな投資等については、指定管理者
となった事業者と協議した上で判断したい （生涯学習課長）

西
嶋
和
紙
の
里
の
現
状
と
将
来

問　

和
紙
の
里
の
こ
こ
２
年
の
入

場
者
数
及
び
売
上
高
を
見
る

と
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

そ
れ
以
前
と
比
較
す
る
と
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
極
め
て
厳

し
い
も
の
が
あ
る
。
現
状
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

和
紙
を
使
っ
た

新
商
品
開
発
や
「
紙
す
き
移
動

体
験
車
」
を
導
入
し
、
西
嶋
和

紙
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
は
な
か
な
か
収
束
し

な
い
。
今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

西
嶋
和
紙
の
未
知
な
る
可
能
性

を
引
出
し
、
伝
統
産
業
を
守
っ

て
い
き
た
い
。

問　

集
客
施
設
で
あ
る
和
紙
の
里

は
、
地
域
に
経
済
的
な
波
及
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
現
状
で
は
難
し
い
。

経
営
者
の
視
点
か
ら
運
営
方
法

を
抜
本
的
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
和
紙
の
里

の
在
り
方
は
。

生
涯
学
習
課
長　

経
営
強
化
の

観
点
か
ら
、指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
。今
後
は
指
定
管
理
者
の
民

間
事
業
者
と
し
て
蓄
積
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

問　

観
光
を
町
の
基
幹
産
業
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
将
来
に
向
け
た
新
た
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
施
設
の
活

性
化
を
促
し
、
集
客
力
の
向
上

を
は
か
る
た
め
次
の
よ
う
な
新

た
な
投
資
計
画
（
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
）
を
立
案
す
べ
き
で
あ
る
。

〇
和
紙
に
関
す
る
歴
史
的
資
料
の

展
示　

〇
手
漉
和
紙
制
作
工
程
が
見
学
で

き
る
工
房
の
設
置

〇
伝
統
技
術
継
承
の
た
め
の
職
人

育
成　

〇
異
業
種
交
流
に
よ
る
新
商
品
開
発

〇
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
「
あ
け
ぼ

の
大
豆
」
を
用
い
た
メ
ニ
ュ
ー

に
衣
更
え

〇
地
元
で
栽
培
さ
れ
る
農
林
産
物

直
売
所
の
設
置　

〇
ト
イ
レ
を
外
部
に
設
置

生
涯
学
習
課
長　

西
嶋
和
紙
の
里

は
、
令
和
５
年
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
新
た
な
投
資
等
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
た
事
業
者
と
協
議
し
た
上
で

判
断
し
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度

　

公
の
施
設
の
管
理
を
民
間
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
も
門
戸
を

広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
運

営
の
効
率
化
を
図
る
制
度
。

問

答

身延町西嶋和紙の里

特
産
品
加
工
施
設

特
産
品
加
工
施
設

味
菜
庵（
和
食
堂
）

味
菜
庵（
和
食
堂
）

み
す
き
ふ
れ
あ
い
館

み
す
き
ふ
れ
あ
い
館

（
貸
館
）旧
美
術
館

（
貸
館
）旧
美
術
館

活
性
化
施
設

活
性
化
施
設

（
売
店・紙
す
き
体
験
）

（
売
店・紙
す
き
体
験
）
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し
だ
れ
桜
の
里
事
業
に
つ
い
て

問　

平
成
28
年
度
に
開
始
し
た
本

事
業
の
累
計
総
額
は
令
和
４
年

度
の
当
初
予
算
計
上
分
も
合
わ

せ
る
と
５
億
６
７
５
０
万
円
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
莫
大
な
事
業
費
は
、
計
画

当
初
の
予
定
ど
お
り
の
適
正
な

金
額
と
考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　

計
画
当
初
か
ら
そ
の

都
度
、必
要
に
応
じ
て
整
備
内
容

の
見
直
し
を
行
な
っ
て
き
た
。実

施
し
た
事
業
内
容
は
、魅
力
あ
る

観
光
資
源
と
す
る
た
め
に
必
要

な
整
備
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

問　

桜
の
維
持
管
理
委
託
費
用
と

し
て
、平
成
30
年
３
１
５
２
万

円
、令
和
元
年
３
０
４
１
万
円
、

令
和
２
年
３
１
９
０
万
円
、令
和

３
年
２
６
０
５
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、今
後
５
年
間
に
予
想

さ
れ
る
維
持
管
理
整
備
費
用
は
。

観
光
課
長　

令
和
５
年
度
の
予
算

額
は
、
２
２
０
０
万
円
。
令
和

６
年
度
以
降
は
、
２
０
３
０
万

円
を
計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
作
業
内
容
の
精
査
、
業

務
委
託
先
の
検
討
を
行
な
う
な

ど
、
経
費
削
減
に
努
め
る
。

問　

し
だ
れ
桜
の
里
管
理
運
営
計

画
の
９
１
０
０
万
円
の
算
定
結

果
に
基
づ
く
施
設
整
備
費
用
、

こ
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
事

業
費
の
増
加
は
。

観
光
課
長　

現
在
進
捗
は
な
い
。

現
状
の
整
備
状
況
を
精
査
し
、

必
要
な
整
備
の
み
を
進
め
る
。

問　

必
要
な
整
備
と
は
、
何
を
基

準
に
、
誰
が
決
定
す
る
の
か
。

観
光
課
長　

長
期
的
で
魅
力
あ
る

観
光
資
源
と
し
て
の
存
在
効
果

や
利
用
効
果
を
引
き
出
す
た
め

の
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
、
必
要

不
可
欠
な
整
備
の
こ
と
と
認
識

す
る
。
担
当
課
を
中
心
に
庁
内

で
検
討
し
た
上
で
町
長
が
議
会

に
上
程
し
、議
決
し
執
行
す
る
。

問　

木
々
の
間
隔
は
狭
く
密
集
し
、

急
傾
斜
地
・
法
面
崩
落
の
危
険
箇

所
に
も
多
数
植
栽
さ
れ
て
い
て
、

場
当
た
り
的
な
造
成
、植
栽
と
見

ら
れ
て
も
致
し
方
な
い
。計
画
初

期
段
階
に
お
い
て
、桜
が
成
長
し

て
大
き
く
な
る
こ
と
を
想
定
し

た
、し
っ
か
り
と
し
た
植
栽
計
画

が
行
わ
れ
た
の
か
。ま
た
、今
後

こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
ら
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
な
う
の
か
。

観
光
課
長　

植
栽
の
計
画
に
あ
た

っ
て
は
、
急
傾
斜
地
植
栽
と
な

る
た
め
、
美
観
形
成
と
同
時
に

法
面
保
護
の
安
全
性
を
考
慮
し

て
い
る
。
今
後
の
維
持
管
理
に

お
い
て
改
善
し
て
い
く
。

問　

現
状
、
観
光
集
客
事
業
化
の

実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

観
光
集
客
事
業
化
に
は
多
く
の

難
題
が
想
定
さ
れ
、
観
光
課
だ

け
で
の
対
応
で
は
困
難
か
と
感

じ
る
。
事
業
化
に
向
け
、
専
属

部
局
や
専
属
の
担
当
職
員
の
配

置
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　

事
業
化
に
向
け
た
専

属
部
局
や
専
属
の
担
当
職
員
の

配
置
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
担
当
部
署
を
超
え

た
協
力
体
制
や
外
部
委
託
の
可

能
性
を
含
め
て
検
討
す
る
。

問　

身
延
山
久
遠
寺
の
し
だ
れ
桜

と
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
事
業

展
開
を
考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　

身
延
山
久
遠
寺
、下
部

温
泉
郷
な
ど
を
周
遊
す
る
こ
と

で
身
延
町
内
で
の
滞
在
時
間
も

増
や
し
、周
辺
施
設
へ
の
相
乗
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
特
に
重

要
。
今
後
は
観
光
客
が
町
内
や

し
だ
れ
桜
の
里
を
回
遊
で
き
る
、

具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る
。

問　

桜
の
開
花
時
期
は
長
く
て
も

２
週
間
か
ら
３
週
間
で
あ
る
。費

用
対
効
果
を
考
え
て
も
、今
後
の

本
事
業
の
経
常
的
経
費
の
削
減

は
、事
業
継
続
に
あ
た
っ
て
の
絶

対
条
件
で
あ
る
。具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
た
、し
だ
れ

桜
の
里
集
客
事
業
計
画
案
の
策

定
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

観
光
課
長　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
念

頭
に
置
い
た
中
長
期
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

施
設
整
備
の
期
間
を
利
用
し
た

試
験
運
用
、検
証
な
ど
、今
で
き

る
対
策
を
速
や
か
に
検
討
す
る
。

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

問　

空
き
家
法
を
も
と
に
、
行
政

代
執
行
や
略
式
代
執
行
を
行
な

う
な
ど
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

建
設
課
長　

行
政
代
執
行
、略
式
代

執
行
の
実
施
に
つ
い
て
は
、関
係

機
関
と
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

空き家問題について
　　危険空き家等解体費補助金制度の予算計上増額は

　　��申請状況を踏まえながら、国・県の補助金の追加要望および
町単独事業での実施については、関係機関と協議していく

　　（建設課長）

雨水排水整備工事

問

答
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子
ど
も
の
貧
困
と
子
ど
も
食
堂

問　

食
糧
支
援
と
し
て
の
「
子
ど

も
食
堂
」
の
設
置
は
、
子
ど
も

の
孤
食
の
解
消
、
食
育
や
地
域

交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
を
持

ち
、
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
「
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
。
育
っ
て
よ

か
っ
た
」
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
る
。
身
延
町
独
自
で
支
え
る

食
料
支
援
体
制
の
現
状
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

身
延
町
独
自

の
食
糧
支
援
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
世
帯
全
体
を
対
象
に
し

た
も
の
は
い
ず
れ
も
実
施
し
て

い
な
い
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

の
特
別
法
人
会
員
と
な
り
、
毎

年
50
万
円
を
支
出
し
、
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
協
定
を

結
び
、
月
2
回
の
個
人
宅
配
事

業
に
よ
る
支
援
を
導
入
し
て
い

る
。

【
要
望
】　

昼
だ
け
の
学
校
給
食
の

状
況
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

一
日
の
業
務
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
栄
養
士
の
管
理
さ
れ

た
食
事
の
毎
回
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
が
可
能
と
考
え
る
。
他
町
の

団
体
の
力
を
借
り
ず
、
自
立
し

た
独
自
の
充
実
し
た
食
料
支
援

体
制
の
構
築
を
望
む
。

学
校
給
食
に
地
元
の
食
材
を

問　

食
の
自
給
自
足
に
つ
い
て
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
※
の

考
え
方
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
温
度
を
一
定
に
保
ち
、
１
年

中
同
じ
食
材
が
店
頭
に
並
ぶ
た

め
に
燃
や
さ
れ
る
大
量
の
石
油

の
削
減
や
、
遠
隔
地
か
ら
食
材

の
輸
送
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン

を
極
力
少
な
く
す
る
こ
と
で
脱

炭
素
社
会
を
目
指
す
も
の
だ
。

　
　

身
延
町
全
体
が
消
費
者
で
あ

り
、生
産
者
へ
の
移
行
す
る
独

自
の
事
業
計
画
の
提
案
に
お
い

て
、有
機
農
業
を
は
じ
め
地
域

の
絆
、雇
用
促
進
に
つ
な
が
る

食
の
自
給
自
足
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、販
路
拡
大
が
必
要
。そ

の
た
め
、小
中
学
校
の
給
食
に

地
元
で
生
産
さ
れ
る
旬
の
食
材

の
積
極
的
な
採
用
を
提
案
す
る
。

ま
た
、食
の
自
給
自
足
体
制
づ

く
り
に
は
町
の
農
機
具
購
入
補

助
制
度
、あ
る
い
は
農
機
具
の

安
価
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
導
入
が
必
要
と
考
え
る
が
。

産
業
課
長　

Ｊ
Ａ
の
協
力
を
得
る

中
で
、
地
元
食
材
を
学
校
給
食

に
積
極
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
く
。
農
機
具

の
購
入
補
助
は
、
国
・
県
に
補

助
制
度
が
あ
り
、
ご
案
内
し
て

い
く
。

　
　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は

「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
作
付
農
家

に
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議

会
が
有
償
で
貸
し
出
し
を
行
な

っ
て
い
る
。

【
要
望
】　

学
校
給
食
へ
地
元
食
材

採
用
の
検
討
を
進
め
る
と
の
答

弁
は
、身
延
町
の
山
間
地
を
含
め

た
町
の
隅
々
ま
で
血
液
が
巡
り
、

地
域
活
性
化
を
実
現
す
る
貴
重

な
一
歩
に
な
る
と
確
信
す
る
。そ

れ
が
地
元
に
地
域
循
環
型
経
済

が
よ
り
広
く
形
成
さ
れ
た
地
域

活
性
化
の
形
で
あ
り
、ま
た
そ
の

形
は
鳥
獣
害
被
害
に
関
連
す
る

広
大
な
休
耕
地
、耕
作
放
棄
地

問
題
の
解
決
と
い
う
形
に
も
な

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

観
光
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

令
和
３
年
12
月
議
会
の
一
般

質
問
で
観
光
タ
ク
シ
ー
事
業
の

導
入
を
提
案
し
、
観
光
課
長
よ

り
前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
事
業
の
導
入
に
向
け

て
の
進
捗
状
況
は
。

観
光
課
長　

み
の
ぶ
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
か
ら
は
、

快
く
ご
協
力
を
頂
き
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

観
光
タ
ク
シ
ー
の
実
用
化
に
当

た
っ
て
は
、
今
後
町
と
し
て
も

事
業
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
く
。

【
要
望
】　

今
後
、
地
元
の
観
光
エ

リ
ア
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を

解
決
し
つ
つ
、
地
元
が
潤
う
効

果
的
な
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
が

急
が
れ
る
。
ま
た
、
生
涯
学

習
課
と
観
光
課
と
の
横
の
つ
な

が
り
を
密
に
し
て
、
身
延
町
の

隅
々
ま
で
貴
重
な
観
光
資
源
に

光
を
当
て
て
ほ
し
い
。
観
光
振

興
の
一
つ
の
鍵
を
握
る
観
光
タ

ク
シ
ー
の
実
用
化
発
展
に
大
い

に
期
待
す
る
。

　
※【
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
】

　
　

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
「
排
出
量
」
か

ら
植
林
、
森
林
管
理
な
ど
に

よ
る
「
吸
収
量
」
を
差
し
引

い
て
、
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
。
温
暖
化
対
策
と
し

て
の
、
地
産
地
消
と
い
う
地

域
循
環
型
経
済
の
推
進
に
よ

り
地
方
創
生
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
各
分
野
で
の
自

給
自
足
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

地域活性化について
　　�地域活性化は、各分野における自給自足の確立にあると考

えるが

　　�小中学校の給食に地元の旬の食材を検討する
　   （産業課長）

問

答
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イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

問　

本
町
の
強
靭
化
の
推
進
方
針

の
一
つ
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
長
寿
命

化
、
耐
震
化
と
あ
り
ま
す
が
、

建
築
物
や
橋
梁
の
耐
震
対
策

や
長
寿
命
化
は
着
実
に
計
画
さ

れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
豪
雨
等
で
洪
水
被
害
を
防

止
す
る
護
岸
や
排
水
施
設
の
整

備
は
計
画
又
は
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長　

建
築
物
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
身
延
町
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
、
木
造
住

宅
の
耐
震
化
支
援
事
業
と
し
て

耐
震
診
断
や
非
耐
震
建
物
に
つ

い
て
は
、
耐
震
改
修
等
の
実
施

者
に
対
し
、
国
・
県
・
町
の
負

担
に
お
い
て
補
助
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
　

橋
梁
に
つ
い
て
は
３
８
２
橋

の
内
、
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

国
道
の
上
を
超
え
る
跨
道
橋
な

ど
２
橋
を
施
工
済
み
で
あ
る
。

長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、
32
橋

の
修
繕
を
完
了
し
て
お
り
、
今

後
も
計
画
的
に
修
繕
を
行
う
と

と
も
に
５
年
に
１
度
の
法
定
の

定
期
点
検
を
実
施
し
、
橋
梁
の

保
全
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

河
川
等
の
排
水
施
設
に
つ
い

て
は
、
整
備
計
画
は
無
い
が
必

要
に
応
じ
改
修
等
を
す
す
め
て

い
き
た
い
。

【
要
望
】　

橋
梁
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
２
橋
が
施
工
済
み
と
い
う

こ
と
だ
が
、
国
道
や
県
道
よ
り

集
落
に
架
か
る
橋
梁
に
つ
い
て

も
緊
急
時
の
避
難
路
、
輸
送

路
で
重
要
度
に
応
じ
落
橋
防
止

装
置
等
の
耐
震
化
を
お
願
い
す

る
。
ま
た
、
護
岸
や
排
水
施
設

等
に
つ
い
て
も
、
区
の
要
望
事

項
に
応
じ
て
、
県
や
国
へ
の
働

き
か
け
や
町
独
自
で
の
整
備
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

緊
急
輸
送
路
の
整
備
に
つ
い
て

問　

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
中
部
横
断
道
や
国
道
が
通
行

不
能
な
場
合
、
お
の
ず
と
静
岡

よ
り
甲
府
、
長
野
へ
の
緊
急
輸

送
路
と
し
て
県
道
を
通
行
す
る

こ
と
に
な
り
、
身
延
町
内
で
言

う
と
富
士
川
東
岸
を
上
が
り
、

波
高
島
よ
り
北
川
を
経
由
し
て
、

縦
貫
道
路
を
超
え
車
田
に
降

り
、
六
郷
・
市
川
方
面
へ
と
通

行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
三
、

一
般
質
問
さ
れ
て
い
る
三
沢
〜

市
之
瀬
間
の
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ

ル
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
緊
急

輸
送
路
と
し
て
基
幹
道
路
整
備

の
最
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

現
在
通
行
し
て
い
る
縦
貫
道

路
は
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
何
箇

所
も
あ
り
、大
型
貨
物
車
な
ど
の

大
型
車
両
同
士
の
カ
ー
ブ
で
の

す
れ
違
い
は
困
難
で
、私
も
そ
の

場
に
居
た
が
過
去
に
大
渋
滞
を

起
こ
し
た
経
緯
も
有
る
事
か
ら
、

国
土
強
靭
化
の
施
策
事
業
と
し

て
の
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
建
設

に
町
と
し
て
も
強
力
に
推
進
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

交
通
防
災
課
長　

近
年
の
気
象
変

動
に
よ
る
大
雨
や
大
雪
に
よ
り

中
部
横
断
道
や
国
道
が
通
行
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
の
よ
う

な
状
況
で
は
通
行
で
き
る
道
路

に
車
両
が
集
中
し
、渋
滞
が
起
き

て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

町
で
は
、今
後
も
町
民
の
皆

様
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、災

害
に
強
い
道
路
網
の
整
備
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

身
延
町
強
靭
化
計
画

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
経
験
を
通
じ
、大
規
模

災
害
へ
の
備
え
が
重
要
課
題
と
し

て
認
知
さ
れ
、基
本
法
に
基
づ
き

平
成
26
年
国
土
強
靭
化
基
本
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。県
が
平
成

27
年
12
月
、続
い
て
町
の
強
靭
化

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。南
海
ト
ラ

フ
地
震
、首
都
直
下
地
震
、富
士
山

噴
火
な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

の
た
め
、想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
毎
に

計
画
さ
れ
た
防
災
・
減
災
の
計
画

（
令
和
３
年
３
月
見
直
し
）

町の強靭化対策について
　　 大規模な自然災害を想定した場合、強靭化計画が最も重要

な指針となるものと考えるが

　　��町の強靭化計画は身延町総合計画等に防災減災という観点
を取り入れていく際に、その観点を具体化していくための指
針という位置付けとなっている（交通防災課）

問

答

三沢〜市之瀬間バイパス構想
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あけぼの大豆ついて
　　 あけぼの大豆の地理的表示（GI）保護制度取得後の取り組みは

　　�生産管理の徹底を図ることが重要であると考えている
　　その上で、生産量の拡大とともに販路拡大を進めたい
　　（産業課長）

あ
け
ぼ
の
大
豆
に
つ
い
て

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
地
理
的
表

示（
GI
）
保
護
制
度
取
得
後
の

取
り
組
み
、計
画
等
は
あ
る
の

か
。

産
業
課
長　

生
産
管
理
の
徹
底
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。そ
の
上
で
、生
産
量

の
拡
大
と
と
も
に
販
路
拡
大
を

進
め
た
い
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
収
穫
フ
ェ

ア
直
売
会
等
に
お
い
て
、
会
場

ご
と
に
品
質
が
違
い
、
黄
色
く

変
色
し
た
も
の
、
大
き
さ
、
甘

み
な
ど
が
足
り
な
い
も
の
と

か
、
品
質
の
低
い
も
の
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
無
農

薬
栽
培
と
表
示
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
が
、
販
売
す
る
に
当
た
っ

て
無
農
薬
栽
培
と
表
示
を
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
最
後
に
他

の
地
域
で
生
産
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
と
表

記
を
し
て
販
売
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
こ
の
３
つ
の
こ
と
に

つ
い
て
把
握
を
し
て
い
て
対
応

し
て
い
る
か
。

産
業
課
長　

あ
け
ぼ
の
大
豆
収
穫

体
験
フ
ェ
ア
の
件
は
把
握
し
て

い
る
。ま
た
、い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
は
す
べ
て
の
フ
ェ
ア

参
加
者
で
共
有
し
て
い
る
。な

お
、フ
ェ
ア
の
主
催
者
は
フ
ェ

ア
参
加
者
と
あ
け
ぼ
の
大
豆
振

興
協
議
会
で
す
の
で
、協
議
会

か
ら
注
意
喚
起
を
行
な
う
。

　
　

次
に
、無
農
薬
栽
培
を
商
品

に
表
示
し
て
販
売
し
て
い
る
か

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、そ
の
よ

う
な
事
例
が
あ
れ
ば
適
切
な
表

示
に
つ
い
て
指
導
を
行
な
う
。

　
　

３
点
目
、ご
指
摘
の
よ
う
な
例

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、販
売
店
に

対
し
身
延
町
が
発
行
し
た
あ
け

ぼ
の
大
豆
の
種
子
販
売
証
明
書

を
持
た
な
い
農
家
等
か
ら
の
商

品
は
、あ
け
ぼ
の
大
豆
と
し
て
取

り
扱
わ
な
い
よ
う
に
理
解
を
求

め
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、

こ
の
た
び
地
理
的
表
示
保
護
制

度
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の

保
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、あ

け
ぼ
の
大
豆
の
名
称
は
保
護
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

問　

高
齢
化
で
あ
け
ぼ
の
大
豆
の

生
産
者
等
は
、後
継
者
が
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
よ
く
聞
か
れ
ま

す
が
、町
の
対
策
等
は
あ
る
か
。

産
業
課
長　

非
常
に
困
難
な
問
題

で
あ
り
、特
効
薬
的
な
解
決
策
を

お
示
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
知
名
度
が

上
が
る
に
つ
れ
、生
産
を
希
望

す
る
新
規
就
農
者
が
こ
こ
５
年

ほ
ど
の
間
に
５
名
誕
生
し
た
。

町
で
は
、新
規
就
農
者
等
に
農

地
の
斡
旋
を
行
う
と
と
も
に
所

得
向
上
の
た
め
、加
工
食
品
の

開
発
や
販
路
拡
大
等
に
努
め
る
。

災
害
時
に
つ
い
て

問　

大
規
模
災
害
に
備
え
て
の
受

援
計
画
は
策
定
済
み
か
。

防
災
交
通
課
長　

町
の
業
務
継
続

計
画
や
地
域
防
災
計
画
も
関
連

す
る
た
め
、
関
係
す
る
計
画
の

更
新
も
併
せ
て
来
年
度
を
め
ど

に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

本
来
の
役
目
を
終
え
て
い
る

上
に
、
老
朽
化
で
災
害
時
に
倒

壊
等
の
危
険
が
あ
る
火
の
見
や

ぐ
ら
の
撤
去
に
つ
い
て
町
当
局

の
見
解
は
。

交
通
防
災
課
長　

町
で
設
置
し
た

も
の
で
は
な
く
、
地
元
の
区
や

消
防
団
で
設
置
、
管
理
を
し

て
い
る
。
ご
指
摘
の
火
の
見
や

ぐ
ら
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
調
査
し
、
今
後
の

対
応
を
検
討
す
る
。

健
康
増
進
施
設
に
つ
い
て

問　

健
康
増
進
施
設
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
利
用

は
可
能
か
。

生
涯
学
習
課
長　
町
の
観
光
振
興
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流

人
口
の
拡
大
、
健
康
増
進
の

た
め
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
施
設
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
、
温
泉
、
食
堂
の
設
置
を

計
画
し
て
お
り
、
会
議
や
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
は
な

い
。

　
　
な
お
、下
部
地
区
の
皆
さ
ま
の

要
望
を
受
け
、既
存
す
る
温
泉
会

館
を
避
難
所
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
開
放
す
る
予

定
な
の
で
、活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

火の見やぐら
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施
策
の
実
行
状
況
に
つ
い
て

問　

計
画
を
や
り
切
る
こ
と
が
最

大
の
目
標
で
あ
る
、
必
要
に
応

じ
て
戦
略
・
施
策
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
と
町
民
の
皆
さ
ん

に
約
束
し
て
い
る
。
７
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
確
実
に
実
行

で
き
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課
長　

５
つ
の
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
、
59
の
施
策

を
設
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
推
進
委
員
会
で
進

捗
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。
社

会
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
が
、
取
り
組
み
を
一
歩
一
歩

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

計
画
人
口
に
対
し
て
の
推

移
、
出
生
率
、
基
本
目
標
の
重

要
業
績
評
価
指
標
の
基
準
値
か

ら
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る

の
か
。

企
画
政
策
課
長　

令
和
３
年
の
人

口
は
、
１
万
２
８
９
人
で
目
標

人
口
１
万
１
４
６
４
人
に
対
し

て
１
１
７
５
人
の
減
少
、
出
生

率
は
、
2.36
、
2.73
、
2.44
と
基
本
目

標
に
つ
い
て
は
2.74
‰
と
横
ば

い
状
態
で
、
基
本
目
標
に
対
し

て
は
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
実

績
を
見
て
、
全
て
の
目
標
・
施

策
に
つ
い
て
評
価
を
行
な
う
。

現
時
点
で
把
握
で
き
る
範
囲
に

お
い
て
は
上
向
き
の
成
果
と
な

っ
て
お
る
と
感
じ
て
い
る
。

※
‰（
パ
ー
ミ
ル
）と
は

　

	　
１
０
０
０
分
の
1
を
1
と
す

る
単
位（
千
分
率
）で
あ
り
、

１
‰
は
0.1
％
と
な
る
。

問　

出
生
率
は
令
和
６
年
度
目

標
5.27
‰
に
対
し
て
厳
し
い
状

況
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
う

い
う
状
況
の
中
で
目
標
未
達
の

施
策
・
項
目
に
対
し
て
達
成
の

為
ど
の
よ
う
な
動
き
を
取
っ
て

い
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

町
民
を
代
表
す

る
15
名
で
組
織
す
る
推
進
委
員

会
に
お
い
て
改
善
策
な
ど
意
見

交
換
を
し
て
進
捗
管
理
を
行
な

い
、
進
め
て
い
る
。
基
本
目
標

の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政

活
動
そ
の
も
の
の
結
果
で
あ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
は
な
く
、
結

果
と
し
て
の
便
益
で
あ
る
ア
ウ

ト
カ
ム
を
目
標
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
取
り
組
み
の
成
果
を

短
期
間
の
う
ち
に
判
断
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

【
要
望
】　

す
ぐ
に
答
え
が
出
る
内

容
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
推
進
委
員
会
の
中

で
成
果
に
繋
が
る
施
策
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
、
厳
し
い
議
論
を

戦
わ
せ
重
要
業
績
評
価
指
数
の

向
上
と
「
活
力
と
幸
せ
を
実
感

で
き
る
町
」
に
向
け
て
、
更
に

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
を
強
く
望
む
。

各
区
か
ら
の
要
望
事
項
に
対

す
る
対
応
は

問　

区
か
ら
出
さ
れ
る
要
望
事
項

に
対
し
て
各
課
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

身
延
町
地
区
要
望
事

項
事
務
取
扱
規
程
に
よ
り
所
管

課
は
現
地
確
認
を
含
め
た
必
要

な
調
査
及
び
検
討
を
行
な
い
回

答
書
を
作
成
、
事
案
に
対
応
し

て
い
る
。

問　

速
や
か
な
対
応
、
こ
れ
が
出

来
て
い
な
い
と
感
じ
質
問
し
て

い
る
。
緊
急
度
の
高
い
事
案
も

あ
り
、
対
応
が
遅
れ
る
と
命
に

係
わ
る
事
も
考
え
ら
る
。
緊
急

度
の
判
断
基
準
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

判
断
基
準
な
い
。
令

和
３
年
度
８
５
９
件
と
膨
大
な

要
望
事
項
が
あ
り
、
予
算
的
・

人
員
的
に
も
困
難
な
状
況
だ

が
、
緊
急
性
を
見
極
め
、
現
地

調
査
を
行
な
う
な
ど
、
緊
急
度

を
判
断
し
対
応
し
て
い
る
。

問　

内
容
に
よ
り
迅
速
に
区
長
に

対
し
て
説
明
す
る
等
の
動
き
が

必
要
だ
と
思
う
。
対
応
説
明
は

本
当
に
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

区
長
に
対
し
て
の
説

明
は
回
答
書
を
も
っ
て
説
明
に

代
え
て
い
る
。

【
要
望
】　

要
望
事
項
が
非
常
に
多

い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
要
望
事
項
の
緊
急
度

を
判
断
し
て
基
準
に
沿
っ
て
迅

速
に
対
応
・
動
き
を
取
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
お
客
様
視
点

で
仕
事
し
て
欲
し
い
。
要
望
事

項
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
重
要

度
の
判
断
基
準
を
早
急
に
作
成

す
る
事
を
お
願
い
す
る
。

他
の
質
問
事
項

・
公
民
館
に
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
利
用
頻
度
・
反
応
は

・
新
任
職
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
内
容
・
日
程
で
新
任
研
修
を

行
っ
た
の
か

総合戦略の推進状況について
　　 具体的な施策は確実に実行できているのか
　　目標に対して達成度はどうなっているのか

　　��59の施策を推進委員会で検証しており、着実に進めていく
最終年度で全ての施策の評価を行うが、把握できる範囲で
は、上向きの成果となっている（企画政策課長）

問

答
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防災計画について
　　 防災訓練の必要性と自助、共助について

　　�防災計画により防災教育、訓練を行なう （交通防災課長）

防
災
計
画
に
つ
い
て

問　

防
災
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
認
識
、
危
機
感
が
大
事
で

す
。
リ
ー
ド
す
る
の
は
行
政
の

努
め
。
防
災
に
対
す
る
行
政
の

考
え
は
。

交
通
防
災
課
長　

災
害
の
被
害
を

最
小
化
し
、
被
害
の
迅
速
な
回

復
を
図
る
減
災
の
考
え
方
を
基

本
理
念
と
し
、
町
の
防
災
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
に
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む
自

助
、
地
域
・
身
近
に
い
る
人
同

士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む
共

助
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

取
り
組
む
公
助
が
重
要
と
さ
れ

る
。
基
本
と
な
る
の
が
自
助
で

あ
り
、
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守

る
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
身
の

安
全
を
守
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

問　

防
災
に
つ
い
て
、
そ
の
学
級

内
容
に
防
災
教
育
を
組
み
入

れ
、
こ
れ
の
徹
底
を
図
る
と
あ

る
が
取
り
組
み
内
容
は
。

交
通
防
災
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
防
災
教
育
を
組
み
入
れ
た

講
座
や
実
習
は
開
催
し
て
い
な

い
。
自
主
防
災
会
会
長
と
区
長

を
対
象
に
３
地
区
の
会
場
で
避

難
所
の
開
設
と
運
営
に
つ
い
て

の
防
災
説
明
会
を
開
催
し
た
。

問　

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る

と
あ
る
が
、
実
施
状
況
は
。

交
通
防
災
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
令
和
２
年
・
３
年
と
中
止

に
な
っ
て
い
る
非
常
時
を
想
定

し
た
訓
練
は
、
関
係
団
体
と
の

連
携
を
深
め
、
町
民
の
応
急
対

応
力
が
向
上
す
る
と
考
え
る
。

開
催
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
強

化
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
取

り
組
み
は
。

交
通
防
災
課
長　

３
地
区
の
会
場

に
お
い
て
防
災
説
明
会
を
開
催

し
た
。
講
師
派
遣
の
希
望
が
あ

れ
ば
、
役
場
へ
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
防
災
官
を
講
師
と
し
て
派

遣
す
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
は
。

交
通
防
災
課
長　

訓
練
は
、
自
主

防
災
組
織
と
地
元
消
防
団
の
連

携
の
も
と
、
訓
練
内
容
を
検
討

し
実
施
し
て
い
る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
防
災
知
識

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
。

問　

身
延
町
は
震
度
７
で
、
昭
和

56
年
前
の
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は

全
壊
す
る
か
、
倒
壊
す
る
、
傾

く
と
考
え
ら
れ
る
。
木
造
住
宅

耐
震
診
断
の
状
況
は
。

建
設
課
長　

昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震

基
準
で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

は
５
８
３
０
戸
、
耐
震
診
断
済

み
の
家
屋
は
、
令
和
３
年
度
末

で
４
４
６
戸
で
あ
る
。
補
助
事

業
を
利
用
し
て
の
耐
震
改
修
お

よ
び
耐
震
建
て
替
え
済
み
の
家

屋
は
28
戸
。
耐
震
改
修
等
、
令

和
７
年
度
末
に
お
け
る
住
宅
の

耐
震
化
率
の
目
標
が
70
％
で
あ

る
。

問　

災
害
に
対
す
る
防
災
力
の
向

上
が
大
事
で
あ
る
。
自
助
・
共

助
の
訓
練
が
必
要
、
体
制
が
整

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

交
通
防
災
課
長　

自
分
が
無
事
で
、

は
じ
め
て
他
の
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
助
・
共
助
の

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問　

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が

あ
る
が
、
町
の
受
講
者
の
人
数

は
。

交
通
防
災
課
長　

県
が
実
施
す
る

甲
斐
の
国
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
は
、
地
域
に
お
け
る
防

災
啓
発
活
動
や
住
民
主
体
の
防

災
対
策
を
積
極
的
に
推
進
で
き

る
人
材
を
要
請
し
、
地
域
全
体

の
防
災
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
開
催
し
て
い
る
。

　
　

受
講
者
数
は
、
令
和
３
年
度

ま
で
延
べ
24
人
で
あ
る
。

問　
「
自
助
・
共
助
」
を
で
き
る

能
力
を
講
習
で
学
び
、
訓
練
を

し
て
い
る
。
自
主
防
災
会
に
協

力
し
て
、
学
ん
だ
知
識
を
皆
さ

ん
に
伝
え
る
と
い
う
役
割
も
持

っ
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
が
活

動
で
き
る
機
会
が
な
い
。
自
主

防
災
に
関
わ
れ
る
体
制
を
取
る

べ
き
と
思
う
が
。

交
通
防
災
課
長　

防
災
リ
ー
ダ
ー

が
取
得
し
た
防
災
に
対
す
る
知

識
、
技
能
を
地
域
の
自
主
防
災

組
織
で
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問

答
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町長行政報告
望月　幹也 町長

本
町
特
産
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
が

本
町
特
産
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
が

　
　
　
　

  

国
の
地
理
的
表
示
（

国
の
地
理
的
表
示
（
GIGI
）
保
護
制
度
へ
登
録
さ
れ
た

）
保
護
制
度
へ
登
録
さ
れ
た

◇
は
じ
め
に

　

本
町
に
お
い
て
も
、
町
内
教
育

現
場
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
５
月
中

旬
に
発
生
し
、
余
儀
な
く
、
臨
時

休
業
を
実
施
し
た
。
現
在
は
陽
性

者
も
無
事
回
復
し
、
通
常
の
学
校

生
活
を
取
り
戻
し
て
お
り
、
安
堵

し
て
い
る
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
安
全
・

安
心
な
日
々
が
過
ご
せ
ま
す
よ

う
、
経
済
対
策
や
感
染
症
予
防
等

の
支
援
事
業
を
予
算
化
し
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び

　

特
別
会
計
の
決
算
処
理

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
決
算
処
理
が
５
月
末
日

付
で
行
わ
れ
、
全
会
計
に
お
い
て

黒
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

新
た
な
支
援
対
策
と
し
て
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す

る
、「
旅
行
商
品
造
成
支
援
事
業
」、

「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
上
乗
せ
事

業
」、
及
び
「
観
光
誘
客
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
」
に
つ
い
て
、
６
月

議
会
に
関
係
予
算
を
上
程
し
た
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
「
持

続
可
能
な
観
光
」
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
観
光
振
興
や
地
域
の
活
性

化
に
繋
が
る
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

　

３
回
目
の
集
団
接
種
を
令
和
４

年
２
月
か
ら
開
始
し
、
５
月
15
日

に
終
了
し
た
。
５
月
15
日
現
在
、

３
回
目
の
全
体
の
接
種
率
は 

79
・

８
％
で
あ
る
。
４
回
目
の
追
加
接

種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
か
ら
の

指
示
を
受
け
、
町
で
も
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

　

給
付
金

　
「
養
育
者
の
年
収
９
６
０
万
円

を
越
え
る
世
帯
」
に
対
し
て
は
国

の
補
助
が
な
い
た
め
、
収
入
の
上

限
設
定
の
不
公
平
感
に
配
慮
し
、

町
単
独
で
支
給
し
た
。
対
象
全
世

帯
に
対
し
給
付
が
完
了
し
た
。

●�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

　

令
和
３
年
度
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の

「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の

た
め
の
経
済
対
策
」
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
方
々

が
、
速
や
か
に
生
活
・
暮
ら
し
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
、
１
世
帯
あ

た
り
10
万
円
を
支
給
す
る
事
業
で

あ
る
。

　

対
象
と
な
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
は
、
令
和
４
年
２
月
中
旬
に

「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
で
支
給
で
き
る
よ

う
支
給
要
件
確
認
書
を
１
６
６
４

世
帯
に
送
付
し
、
５
月
18
日
現
在
、

１
５
６
８
世
帯
に
支
給
決
定
し

た
。
支
給
率
は
94
％
で
あ
る
。

●�

地
理
的
表
示（
GI
）保
護
制
度
へ

の
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
の
登
録

　

本
町
特
産
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」

が
、
農
林
水
産
物
や
食
品
を
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
保
護
す
る
、
国

の
地
理
的
表
示
（
GI
）
保
護
制
度

へ
、
本
年
３
月
31
日
付
で
登
録
さ

れ
た
。
山
梨
県
内
の
農
林
水
産
物

や
食
品
と
し
て
は
初
め
て
の
登
録

と
な
る
。
今
後
は
「
あ
け
ぼ
の
大

豆
」
の
品
質
の
保
持
と
、
更
な
る

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
市
場
拡
大

に
今
ま
で
以
上
に
強
力
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

●
旧
久
那
土
中
学
校
校
舎
の
活
用

　

民
間
企
業
「
株
式
会
社
Ａ
・
Ｌ
・

Ｉ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
」
が
、
ホ

バ
ー
バ
イ
ク
（
空
中
を
飛
ぶ
バ
イ

ク
）
の
製
造
及
び
開
発
拠
点
と

し
て
、
令
和
４
年
５
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
４
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
、
町
と
の
間
で
、
校
舎
の
使
用

に
関
す
る
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し

た
。

　

江
尻
窪
建
設
発
生
土
搬
入
場
を

一
時
使
用
し
、
ホ
バ
ー
バ
イ
ク
の

飛
行
試
験
を
実
施
す
る
な
ど
、
開

発
・
製
造
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

・
本
議
会
定
例
会
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第１回臨時会　令和４年６月３日（水）　峡南広域行政組合（市川三郷町岩間）� 報告者：広島法明
議案番号 議 案 名 採決結果

報告第  １号 令和３年度一般会計繰越明許繰越計算書 可決
議案第 13 号 令和４年度一般会計補正予算（第１号） 可決
議案第 14 号 高規格救急自動車の売買契約締結の件 可決
議案第 15 号 消防ポンプ自動車の売買契約締結の件 可決

− 富士川町議改選に伴い、議員１名交代
（概要）構成する 5町の事業の中で広域的に処理する４つの事業を実施。情報センター、消防本部、老人ホーム、事務局総
務課など。代表理事は身延町長。

峡南衛生組合議会・身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会・後期高齢者医療広域連合組合議会・
切坂山恩賜県有財産保護組合議会・山梨西部広域環境組合議会については、定例会及び臨時会等は行なわれ
ませんでした。

峡南広域行政組合議会 （市川三郷町、富士川町、早川町、身延町、南部町の5町で構成）

一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区など）が行政サービスの一部を共同で行な
うことを目的として設置する行政機関で、地方自治法第284条第2項により設けられる。特別地方
公共団体の一つ。

★�

町
民
一
人
あ
た
り
２
万
円

の
町
内
限
定
商
品
券
配
布

を
可
決

● 

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
２
億
２
２
８
８

万
２
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加

し
、
歳
入
歳
出
総
額
１
０
７
億
１

５
２
８
万
３
０
０
０
円
と
す
る
。

（
歳
入
）

・ 

国
庫
支
出
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
）
１
億
８
０
４
６

  

万
１
０
０
０
円
増
額

・ 

繰
越
金
４
２
４
２
万
１
０
０
０

円
増
額

（
歳
出
）

・ 

総
務
費
２
億
２
２
６
８
万
２
０

　

 

０
０
円
増
額（
町
民
一
人
当
た

り
に
２
万
円
の
町
内
限
定
商
品

券
を
配
布
す
る
経
済
対
策
事
業
）

・ 

商
工
費
20
万
円
（
商
工
観
光
振

興
事
業
補
助
金
）

第 2 回 臨 時 会
　６月 30 日、第二回臨時会が招集され、会期日程１日間で開会した。　　
　当局より、町長、副町長、教育長他、幹部職員４名の出席のもと、議案
第 58 号令和４年度身延町一般会計補正予算（第４号）が提出され、当
局による内容説明の後、質疑、討論（反対討論無し）、採決が諮られ、全
会一致で可決され、即日閉会した。

臨時会とは
　臨時会とは、必要
がある時、特定の事
件に限り審議するた
めに招集される。定
例会は、年 4回と定
められているが、臨
時会は必要があれ
ば、制限なく開くこ
とができる。

配布予定商品券見本

組 合 議 会 報 告組 合 議 会 報 告

見�本見�本
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★第4回定例会・討論（P12）
●議案に対しての討論を深める上
で、反対意見も尊重されるべき
だと思います。反対賛成両意見
をとり上げて記事にしているこ
とは、良いと思います。

●反対者と賛成者の意見が出てい
るが、紙面に出ている議員の方
の意見が他の議員への賛否を促
している様だが、自分の意思を
強く持って周りの状況で決める
ものではないと思う。

★常任委員会レポート（P6～10）
●ひととおり読みましたが、申し訳
ありませんが頭に残りません。み
んな同じ構成で淡々と記載されて
いるからでしょうか。各委員会か
らこれだけは知ってもらいたい、
理解してもらいたい箇所があれば
強弱をつけるか、見せ方を変える
か、何か工夫をすると読みやすく
なるかもしれません。

●表題の下に委員会の役割が記され
ていたので、活動内容の理解が深
まりました。審査している様子の
写真からも現場の状況が伝わって
きたので議案内容も読んでみよう
とスムーズに入り込めました。

●表題の下の説明文、写真で目をと
めました。P6 ～ 10 と長いよう
に思いましたが、大半の議案は身
近な事で読みやすく、町政の現状
が理解できました。コロナ禍でデ
イサービスなどの利用は増えたと
言うことだが、配食サービスは思
ったより少なく感じます。同じ時
間に届けてくれ、ご家族の安心に
繋がるのでもっとPRをしたらど
うでしょうか。

★議案に対する賛否（P11）
●一覧形式なので比較でき見やすい
と思います。欠席されている人が
いますが、欠席理由は付さないも
のでしょうか。もし自分が一票を
入れた人であれば、どうしたんだ
ろうと心配にもなりますし、がん
ばっているのかなと疑心暗鬼に
なったりもします。

●議案に対する賛否の一覧だけで、
議会のチェック機能を果たしてい
るかは判断できませんが、一部修
正・訂正はあったのでしょうか。
あったならそれが判るような一覧
であって欲しい。

★一般質問7人（P13～ 20）
●一番身近な議員さんである町議
会議員さんの防衛に関する考え、
外交に関する考え、経済防衛に
関する考えを聞かずして、私た
ちはどこで正しい情報を得てい
るのでしょうか。マスコミから
一方的に受ける情報だけでなく、
身近な議員さんからの情報が非
常に大切であり、身近で有意義
な議論も出来るのではないでし
ょうか。国会議員の選挙ですら、
この様な国の根幹を成す話は出
てこない現状が心配です。同時
に憲法改正の動きも出てきまし
たが、私たちはキチンと判断で
きるのか心配です。そういう意
味では「ロシアの即時侵略反対、
戦争の停止」の議会決議など意
義があるように思います。身延
乗り合いタクシーを「デマンド
タクシー」と言っていますが、町
民に、特に高齢者にわかりやす
い言葉を使ってください。

●色々な質問に対して、単調に回
答されているので、しっかりと
読んでもらえれば理解してもら
える内容にはなっているかと思
います。ヤングケアラー問題を
抱えている児童が存在している
ことも知ることができてよかっ
た。高齢者も多い町なので、今後
もどういった支援をしていくの
か注目したい。

●7 人議員の質問時間と町からの
答弁時間も掲載して頂きたい。
新人議員の一般質問に対し、こ
れからの議員活動を大いに期待
しております。

★表紙について（P1）
●こういった子供たちの表紙は、読
む人の気を引き、とても良いと
思います。しかし、園児たちの写
真上にみのぶ議会だよりの題名
があり左の先生の顔が隠れてい
るなど、もう少し構図を練ると
良いのではと考えます。また、少
しごちゃごちゃし過ぎで見づら
い印象を受けます。

●町内の子供達の顔が見られるの
が良い。議会の内容の冊子です
が町民の顔が写る事で喜ぶ人が
多くいると思います。

★第1回定例会議案説明会
（P2～3）

●副町長が選任されたことは初め
て知りました。自分自身もモニ
ターになるまでは、パーッと目
を通すだけでじっくり読む、と
いうことが正直ありませんでし
た。写真やイラスト等はパッと
目に入るので、もう少し大きく
しても良いのでは。

●指定管理者の期間の契約変更に
ついて延長理由が見えてこない。
指定期間を設定してあるので、
コロナ他社会変動により期間を
変えるのはどうかと思いました。

★新年度予算（P4～5）
●依存財源、自主財源の過去10年
の推移のグラフが添えられてい
れば身延町の現状が把握できる
のではないか。町民はそこが知
りたい。

●「一般事業」の項目は読むだけで
どのような事に使われるのかが
分かり易くなっていて良いと思
います。

●身延の会計予算がこんなに多額
とは思わず、あまり身近に感じら
れないのですが、新校舎の建設や
健康増進施設整備などのため過
去２番目の大型予算なったよう
ですね。今後も議会だよりで明瞭
でわかりやすい経過報告をして
ほしいです。

（議会だより№70の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信
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★教育長教育方針（P23）
●未来を担うであろう子供達のた
め、」幅広い教育を「生きる力」
を身に付けられる。地域と学校
が連携して育む事を教育長に望
みます。

●明日を担う子供達を育成するた
め、身延中学校・給食センター・
健康増進施設と新規建設が続き、
多難の事と思われますが町民一
人一人が充実した暮らしを実感
できる様、せつによろしくお願
いしたい。

★モニター通信（P24～ 25）
●ギッチリ記載してあるので、モニ
ターが一番伝えたい箇所を太字で
記載すれば読みやすいかなと思い
ます。

●一般質問や討論をしない議員さん
について以前より、モニターさん
から指摘されていますが、この件
について議員同士で話し合いは行
われないのでしょうか。

●文字が小さくて読み難い。
●他のモニターさんの意見が目に見
えるので読むのが楽しみです。積
極的な意見も多く参考になりま
す。それにモニターさんからの要
望に対して、事務局からの返答も
載せたら良いと思います。

●初めてのモニターで何を書いて良
いか迷っていました。皆様の意見
を参考に、次回からはもう少し意
見を投稿できるようにしたいと思
っています。

モニターの皆様、ご意見・ご感想ありがとうございました。モニターの皆様、ご意見・ご感想ありがとうございました。

★おじゃまします。（P26）
●スポーツ少年団の記事ですね。町
内の子供が少なくなる中で大人
の一緒に活動する事が児童に良
き影響を与えると思います。こ
の活動に今後も期待します。

●野球人口の減少は全国的にも課題
であり、様々な問題を抱えている
と思います。子供のやりたい、や
ってみたいという意欲の芽が摘ま
れない様、大人が環境を整えて。

●一番楽しみにしているページで
す。歴史ある身延野球スポーツ
少年団。頑張って練習されてい
る話を良く耳にします。知ってい
るお子様もおり、また女の子も頑
張っていますね！ゴールデンエ
イジの大切な成長期。心身とも
にこれからも頑張ってください。

★町政全般についての意見、要望等
●身延町は、子供の支援が厚いと日
頃より感じております。身延町を
好きになってくれる子供達がたく
さん増え身延町に住み続け、人口
が増えるように、これからも子供
達の支援に取り組んでください。

●日本人は「花の名所」「マラソン」
が大好きな国民だと思います。
今は、コロナ対策が必要ですが、
身延山、七面山でのトレイルラ
ンやウォーキング大会などの開
催等々。また、中途半端な花の名
所を作るのではなく、10年、30
年、100年先を見据えた、身延町
全体が花の名所として後世に残
せるような、そんな事業が出来
ればと思います。

★町長施政方針（P22）
●コロナ禍で各種団体の活動やイベ
ントなどの縮小や中止など相次ぎ
町内の人と会う機会も減り寂しい
限りです。町長には様々な活動や
イベントに積極的に出席していた
だき町民との触れ合いに努めて下
さい。町長の施政方針はいつも素
晴らしいビジョンを掲げていると
思います。

●町長の施政方針はわかりやすく
説明されていると思います。ア
クションプランの内容が分かれ
ばもっとわかりやすくなると思
います。

●中学校新校舎建設により、設備・
安全が整った環境の中、子供達
がより充実した学校生活を送れ
るだろうととても期待していま
す。また、健康増進施設整備運営
事業が、身延町を潤す「新スポッ
ト」として非常に楽しみです。予
算を有意義に活用して頂き、身
延山久遠寺・ゆるキャン△・ク
ラフトパーク、他のあらゆる場
所と共に身延町の魅力をどんど
んアピールして欲しいです。

★組合議会報告（P21）
●報告なのでしょうがないですが、
ギッチリで見づらいです。

●すべて可決された報告ですが、何
が議題になっているのか、町民
に知らせて欲しい。

●各組合議会により、採決してい
るのは理解できますが、少々
難しい内容で素通りしてしま
います。

議会広報モニターの委嘱状交付式
令和４年４月22日（金）19：00～
役場本庁舎２階第１会議室

令和４・５年度の議会広報モニターを受けて頂ける
15名に委嘱状の交付を行いました。
２年間、議会広報に貴重なご意見を頂きます。
よろしくお願いします。

モニター氏名【五十音順】
　石部　夏穂、市川　正文、氏原　里薫、長田ゆき枝
　小林　　真、佐野　道子、土橋　一彦、畑野　　顕
　松木　信子、望月さと子、望月　千春、依田　萬代
　若林　哲司、渡辺　美幸、渡辺　吉美（敬称略）
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過去の議会だよりは、こちらから閲覧できます。扌
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　身延フットサルクラブは、フットサルを楽しむ
だけではなく、フットサルを通して、仲間とのコミ
ュニケーションの向上と健康増進をはかることを
目的として2021年に設立されました。和気あい
あいと楽しくボールを蹴っています。
　身体を動かしたい人、仲間を作りたい人、身延
を楽しくしたい人…ぜひお気軽にご参加下さい。
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